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午
前
中
は
２
部
に
分
か
れ
て
の
自
由

研
究
発
表
、
午
後
か
ら
は
基
調
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

自
由
研
究
発
表
第
１
部
会
の
吉
田
勝

光
会
員
「
野
球
型
ス
ポ
ー
ツ
事
故
判
例

に
関
す
る
一
考
察
」
で
は
野
球
部
活
動

で
の
打
撃
練
習
中
の
事
故
に
関
し
て
、

責
任
原
因
（
法
的
根
拠
）
等
の
視
点
か

ら
判
例
の
分
析
が
な
さ
れ
た
。
塩
野
谷

明
会
員
「
危
険
回
避
の
視
点
か
ら
の
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
滑
降
競
技
会
の
義
務
」

で
は
滑
降
競
技
の
モ
デ
ル
構
築
や
安
全

対
策
不
備
に
つ
い
て
の
指
摘
が
な
さ
れ

た
。
根
保
宣
行
会
員
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
法
の
理
念
と

ス
ポ
ー
ツ
事
故
」
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
を

事
例
と
し
て
事
故
補
償
制
度
に
支
え
ら

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
事
故
防
止
策
の
あ
り
方

が
検
討
さ
れ
た
。

自
由
研
究
発
表
第
２
部
会
の
斉
藤
健

司
会
員
「
フ
ラ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
法
典
の

構
造
」
で
は
法
典
の
編
集
方
式
、
ス
ポ

ー
ツ
基
本
法
の
内
容
、
判
例
の
分
類
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
中
村
祐
司
会
員

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

め
ぐ
る
法
律
・
政
策
関
係
の
変
容
と
課

題
」
で
は
文
化
省
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

行
政
の
政
策
的
特
質
が
指
摘
さ
れ
た
。

小
林
真
理
会
員
「
メ
デ
ィ
ア
と
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
法
律
問
題
」
で
は
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
判
例
とSports

B
roadcas-

ting
A
ct

に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ

た
。基

調
講
演
で
は
、
坂
東
克
彦
会
員

「
ス
ポ
ー
ツ
事
故
と
判
例
」
に
お
い
て
ス

キ
ー
場
の
安
全
性
確
保
の
た
め
に
は
ス

キ
ー
ヤ
ー
の
自
己
責
任
に
つ
い
て
の
理

解
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
。
続
い
て
永
井
憲
一
会
員
「『
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
』
の
理
念
と
研
究
の
状
況
」

で
は
一
九
九
四
年
十
月
以
降
の
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
研
究
専
門
委
員
会
の
活
動
の

成
果
と
し
て
作
成
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
要
綱
案
」
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
千
葉
正
士
会

員
「
事
故
を
め
ぐ
る
実
定
法
と
固
有
法

の
役
割
」
に
お
い
て
組
織
規
範
、
行
為

規
範
、
整
序
規
範
と
い
っ
た
法
源
と
し

て
の
規
範
体
系
を
め
ぐ
る
知
見
が
提
示

さ
れ
た
。
井
上
洋
一
会
員
「
ス
ポ
ー
ツ

事
故
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
・
フ
ォ
ー
ム
」
で

は
損
害
賠
償
責
任
免
責
な
ど
を
事
例
に
、

ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
の
安
全
と
責
任
に
つ

い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
た
。
湯
浅
道
男

会
員
「
ス
ポ
ー
ツ
事
故
訴
訟
に
お
け
る

『
判
例
の
機
能
』」
で
は
登
山
事
故
を
事

例
に
「
不
法
行
為
法
学
」
に
対
す
る
批

判
的
観
点
か
ら
「
契
約
当
事
者
間
の
自

立
的
規
範
」
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

菅
原
哲
朗
会
員
「
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

の
法
的
位
置
づ
け
と
事
故
の
抑
止
」
で

は
医
師
の
法
的
責
任
の
転
嫁
が
問
題
と

さ
れ
、
事
故
抑
止
に
は
本
人
の
十
分
な

理
解
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
さ

れ
た
。
四
氏
の
報
告
後
、
整
序
規
範
、

危
険
の
引
き
受
け
、
自
律
規
範
の
形
成
、

医
師
責
任
と
い
っ
た
各
提
言
者
の
論
点

を
め
ぐ
り
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。

（
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祐
司
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○
九
八
年
四
月
一
一
日
　
早
稲
田
大
学

○
出
席
者
　
伊
藤
会
長
、
濱
野
副
会
長
、

諏
訪
、
千
葉
、
小
笠
原
、
菅
原
、
森

川
各
理
事
、
委
任
状
・
坂
本
、
湯
浅
、

山
田
、
永
井
、
萩
原
各
理
事
。

○
第
一
議
題
「
新
入
会
員
に
つ
い
て
」

前
田
雅
英
（
東
京
都
立
大
学
）、
水
野

平
吾
（
千
葉
県
教
育
庁
）、
古
章
子

（
金
沢
学
院
大
学
）、
野
原
龍
一
（
筑

波
大
院
生
）、
藤
本
尚
道
（
弁
護
士
―

以
下
同
じ
）、
藤
掛
伸
之
、
幸
寺
覚
、

筧
宗
憲
、
萩
野
淳
、
井
口
寛
司
、
坂

井
健
二
（
総
合
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
―

以
下
同
じ
）、
千
田
志
郎
、
塩
野
秀
樹
、

新
井
圭
三
（
医
師
）。

○
第
二
議
題
「
第
六
回
大
会
に
つ
い
て
」

大
会
要
項
を
次
の
通
り
と
し
た
。

：

自
由
研
究
発
表
　
司
会
　
佐
藤
千
春

（
朝
日
大
学
）
／
諏
訪
伸
夫
（
筑
波
大

学
）

：

大
会
テ
ー
マ
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

違
法
性
阻
却
」

：

基
調
講
演
　
司
会
　
入
澤
　
充
（
東

京
女
子
体
育
大
学
）

：

基
調
講
演
　
刑
事
法
　
前
田
雅
英

（
東
京
都
立
大
学
）
／
民
事
法
　
萩
原

金
美
（
神
奈
川
大
学
）

：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
司
会
　
坂
本
重
雄

（
専
修
大
学
）
／
宮
内
孝
知
（
早
稲
田

大
学
）

・
ド
イ
ツ
判
例
　
小
林
真
理
（
国
士
館

大
学
）
／
ア
メ
リ
カ
判
例
　
井
上
洋

一
（
奈
良
女
子
大
学
）
法
学
　
山
田

二
郎
（
東
海
大
学
）
／
指
導
者
　
山

西
哲
郎
（
群
馬
大
学
）

：

総
会
　
司
会
　
野
間
口
英
敏
（
東
海

大
学
）

：

懇
親
会
　
司
会
　
森
川
貞
夫
（
日
本

体
育
大
学
）

○
第
三
議
題
「
日
本
体
育
学
会
に
つ
い

て
」
名
義
の
み
の
参
加
と
す
る
。

○
第
四
議
題
　
そ
の
他

・
金
沢
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
。
小

笠
原
が
金
沢
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

・
第
七
回
大
会
を
一
九
九
八
年
一
二
月

一
八
日
に
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場

で
開
催
す
る
。

・
次
回
理
事
会
　
九
月
二
六
日

（
土
）
／
一
三：

〇
〇
〜
／
高
田
牧
舎

二
階

・
年
報
第
六
号
に
つ
い
て
／
依
頼
原
稿

（
未
定
）
／
書
評
　
高
橋
雅
夫
（
東
亜

大
学
）
菅
原
哲
朗
（
弁
護
士
）
／
年

報
５
号
依
頼
原
稿
　
森
川
貞
夫
（
日

本
体
育
大
学
）
／
諏
訪
伸
夫
（
筑
波

大
学
）

・
事
務
局
に
つ
い
て

事
務
局
　
会
計
　
日
野
一
男
（
実
践

女
子
短
期
大
学
）、
鈴
木
モ
モ
子
（
総

合
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
）、

庶
務
　
入
澤
　
充
（
東
京
女
子
体
育

大
学
）、
野
中
ル
ミ
子
（
総
合
ス
ポ
ー

ツ
研
究
所
）

○
九
八
年
一
月
三
一
日
　
早
稲
田
大
学

○
出
席
者
　
伊
藤
会
長
、
濱
野
副
会
長
、

山
田
、
小
笠
原
、
森
川
、
千
葉
、
永

井
、
菅
原
、
諏
訪
各
理
事
、
委
任

状
・
坂
本
理
事
、
池
井
監
事

○
第
一
議
題
「
新
入
会
員
に
関
す
る
件
」

で
は
堀
田
信
二
（
浦
和
実
業
学
園
高
）、

小
田
慶
喜
（
姫
路
獨
協
大
）
の
入
会

が
承
認
さ
れ
た
。

○
第
二
議
題
「
第
六
回
大
会
に
つ
い
て
」

で
は
大
会
を
早
稲
田
大
学
国
際
会
議

場
で
一
二
月
一
九
日
（
土
）
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を

「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
違
法
性
阻
却
」

と
し
た
。
基
調
講
演
・
提
言
者
等
に

つ
い
て
は
会
長
他
で
検
討
し
原
案
を

次
回
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
第
三
議
題
「
共
同
研
究
会
に
つ
い
て
」

日
本
臨
床
医
学
会
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
七
月
二
五
日
金
沢
大
学
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
。

・
テ
ー
マ

「
ス
ポ
ー
ツ
の
事
故
防
止
と
医
療
を
考

え
る
」、
講
演
・
二
学
会
よ
り
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
五
名
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等

を
行
い
、
鴨
野
／
根
保
会
員
を
中
心

に
現
地
実
行
委
員
会
と
す
る
。
共
同

研
究
会
の
委
員
を
実
行
委
員
と
す
る
。

○
第
四
議
題
「
年
報
第
五
号
に
つ
い
て
」

論
文
二
名
、
書
評
二
名
事
務
局
長
が

検
討
す
る
。
及
川
理
事
を
偲
ぶ
文
章

を
千
葉
理
事
が
作
成
し
、
会
報
に
掲

載
す
る
。

○
第
五
議
題
「
大
会
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い

て
」
マ
ス
コ
ミ
他
に
送
付
す
る
。

一
九
九
八
年
　
第
二
回

理
事
会
議
事
要
録

一
九
九
八
年
　
第
一
回

理
事
会
議
事
要
録
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ド
ー
ピ
ン
グ
協
議
会
は
、
一
九
九
七

年
一
一
月
一
三
日
と
一
二
月
一
九
日
に

開
催
さ
れ
た
。
第
三
回
の
協
議
会
で
は
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
が
用
意
し
た
報
告
書
の
読
み
合

わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
提
言
と
資
料
の
二

編
に
分
か
れ
、
全
体
で
一
〇
〇
頁
ほ
ど

の
分
量
が
あ
っ
た
。
提
言
は
①
ド
ー
ピ

ン
グ
の
歴
史
、
②
我
が
国
に
お
け
る
現

状
、
③
諸
外
国
に
お
け
る
現
状
、
④
提

言
、
か
ら
な
っ
て
い
た
。
Ｎ
Ｆ
の
内
部

資
料
に
属
す
る
部
分
を
削
除
す
る
か
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
は
調
整
機
関
か
、
機
構
に
Ｊ

Ｏ
Ｃ
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
日
本
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
協
会
及
び
こ
れ
ら
の
加
盟
団
体
の
ほ

か
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
高
体
連

や
中
体
連
な
ど
も
参
加
さ
せ
る
か
な
ど
、

が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
ド
ー
ピ
ン

グ
紛
争
を
仲
裁
す
る
機
関
と
し
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
デ
ス
ピ
ュ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
よ
り
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
支
部
の
方
が
使

わ
れ
て
お
り
、
国
内
独
自
の
機
関
を
設

立
す
る
よ
り
支
部
の
誘
致
の
方
が
将
来

性
が
あ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
私

が
指
摘
し
た
の
は
、
①
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
調
停

機
関
で
は
な
く
仲
裁
裁
判
所
と
訳
す
べ

き
点
、
従
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
訳
語
も
国

際
ス
ポ
ー
ツ
仲
裁
評
議
機
構
に
統
一
す

べ
き
点
、
②
ド
ー
ピ
ン
グ
を
競
技
者
の

良
心
に
任
せ
て
い
る
団
体
の
自
己
決
定

権
を
無
視
す
る
し
、
規
則
は
あ
っ
て
も

薬
物
・
方
法
を
限
定
し
て
い
る
団
体
や

競
技
外
検
査
制
度
を
と
っ
て
い
な
い
団

体
の
意
向
に
反
し
て
検
査
が
行
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

団
体
サ
イ
ド
に
規
制
・
検
査
権
が
あ
る

こ
と
を
前
提
に
、
機
構
に
委
嘱
す
る
形

が
と
れ
な
い
か
要
望
し
た
。
調
整
機
関

と
仲
裁
機
関
が
有
効
に
働
く
た
め
に
は

各
競
技
団
体
の
協
力
を
仰
ぐ
必
要
が
あ

る
た
め
、
提
言
を
配
付
し
て
意
見
を
聞

く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
四
回
協
議
会
で
は
、
ま
ず
競
技
団

体
か
ら
の
意
見
・
要
望
が
紹
介
さ
れ
た
。

数
は
少
な
か
っ
た
が
、
調
整
機
関
や
仲

裁
機
関
の
設
立
に
は
好
意
的
な
評
価
が

見
ら
れ
た
。
変
更
点
は
、
文
部
省
管
轄

外
の
団
体
に
つ
い
て
機
構
の
参
加
団
体

と
す
る
の
を
差
し
控
え
た
こ
と
、
独
立

法
人
が
望
ま
し
い
の
で
設
置
場
所
と
し

て
「
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
内
」

と
明
記
し
な
い
こ
と
に
し
た
点
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
支
部
の
誘
致
と
独
自

の
仲
裁
機
関
の
設
立
の
い
ず
れ
か
は
即

断
し
か
ね
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今

後
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
回
の
私
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
訳
語

は
「
仲
裁
」
と
し
て
統
一
さ
れ
、
検
査

権
に
つ
い
て
は
、「
原
則
と
し
て
団
体
が

検
査
を
実
施
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て

機
構
が
検
査
を
行
う
」
趣
旨
に
変
え
ら

れ
た
。
そ
の
他
、
参
加
者
か
ら
デ
ン
マ

ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
選
手
・
コ

ー
チ
に
対
し
ビ
デ
オ
を
繰
り
返
し
見
せ

て
教
育
を
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
体

操
は
日
本
の
一
〇
〇
倍
も
検
査
を
受
け

て
い
る
、
外
国
で
は
社
会
の
薬
物
乱
用

と
ド
ー
ピ
ン
グ
が
一
体
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
、
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
啓

蒙
の
た
め
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
広
報

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。
最
後
に
一
月
三
一
日
に
神

戸
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ア
ン
チ
ド

ー
ピ
ン
グ
国
際
会
議
で
提
言
の
概
要
を

英
訳
と
と
も
に
配
付
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
。

国
際
会
議
に
も
出
席
し
た
。
広
い
議

場
が
埋
ま
り
盛
況
で
あ
っ
た
。
主
催
者

の
挨
拶
の
後
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
メ
ロ
ー
ド
副

会
長
に
よ
る
「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
の

潮
流
」
と
題
し
た
ビ
デ
オ
講
演
、
養
老

孟
司
教
授
に
よ
る
「
ド
ー
ピ
ン
グ
と
身

体
」
と
い
う
講
演
が
あ
っ
た
。
午
後
か

ら
は
河
野
一
郎
助
教
授
に
よ
り
「
ア
ン

チ
ド
ー
ピ
ン
グ
と
ス
ポ
ー
ツ
の
歩
み
」

が
語
ら
れ
、「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
の
今
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
」
と
「
私
と
ド
ー
ピ

ン
グ
の
距
離
」
と
題
し
た
二
つ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
催
さ
れ
た
。
前
者
の
パ
ネ

ラ
ー
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
医
事
委
員
会
関
係
者
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
や
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
事
務
局
長
で
あ

り
、
ド
ー
ピ
ン
グ
に
関
す
る
実
務
的
な

対
応
の
ほ
か
法
的
な
扱
い
に
も
触
れ
ら

れ
、
参
考
に
な
っ
た
。
後
者
は
奥
野
史

子
、
川
合
俊
一
、
平
尾
誠
二
氏
な
ど
競

技
関
関
係
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
綿
井
永
寿
日
本
体
育
大
学
学
長

に
よ
り
「
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
神
戸
声

明
」
が
発
表
さ
れ
た
。
団
体
関
係
者
、

競
技
者
、
学
者
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

を
一
同
に
集
め
た
こ
の
催
し
は
、
日
本

に
お
け
る
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
運
動
の

起
爆
剤
に
な
る
に
違
い
な
い
。

（
佐
藤
千
春
　
記
）
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本
学
会
理
事
及
川
伸
君
が
、
昨
年

十
一
月
三
〇
日
忽
然
と
逝
っ
た
。
そ

の
二
月
前
、
欠
か
さ
ず
神
戸
か
ら
出

て
い
た
理
事
会
に
入
院
の
た
め
欠
席

と
通
知
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
実
は
本
人

も
知
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
胃
癌
が
進
行

し
て
い
て
手
の
施
し
よ
う
が
な
く
続

く
知
ら
せ
が
、
意
外
な
こ
の
悲
報
で

あ
っ
た
。

私
が
ス
ポ
ー
ツ
法
学
の
組
織
的
発

展
に
確
信
を
持
っ
た
の
は
、
一
方
で

は
実
定
法
学
と
体
育
学
の
中
に
少
数

だ
が
専
門
的
研
究
が
す
で
に
あ
っ
た

か
ら
だ
っ
た
が
、
他
方
で
は
そ
れ
が

法
社
会
学
な
い
し
は
法
人
類
学
の
要

請
だ
と
信
じ
た
か
ら
だ
っ
た
。
一
九

九
一
年
五
月
日
本
法
社
会
学
会
大
会

で
こ
れ
を
訴
え
た
時
、
及
川
君
は
私

の
部
会
の
司
会
を
し
、
賛
成
し
た
坂

本
重
雄
・
中
村
浩
爾
両
君
と
と
も
に

わ
が
学
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く

れ
た
。
同
君
は
年
齢
は
私
の
五
歳
下

だ
が
法
社
会
学
会
で
は
長
く
同
年
輩

の
学
友
で
あ
っ
た
。
そ
の
か
れ
が
ス

ポ
ー
ツ
法
学
の
新
世
界
を
も
と
も
に

歩
み
だ
し
て
く
れ
た
の
が
ま
こ
と
に

心
強
か
っ
た
の
に
、
早
々
に
し
て
別

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
た
だ
無
情
と

し
か
思
え
な
い
。

同
君
は
、
東
北
大
学
の
学
部
を
社

会
学
と
法
学
と
双
方
で
卒
業
し
て
石

巻
女
子
高
等
学
校
で
教
え
つ
つ
同
学

大
学
院
で
社
会
学
を
専
攻
、
一
九
五

九
年
関
西
学
院
大
学
に
招
か
れ
翌
年

か
ら
法
社
会
学
を
担
当
し
た
。
こ
れ

は
五
一
年
に
東
京
都
立
大
学
で
私
が
、

五
七
年
に
明
治
大
学
で
江
守
五
夫
君

が
開
講
し
た
の
に
次
ぐ
、
日
本
で
三

番
目
に
古
い
法
社
会
学
の
正
式
講
義

で
あ
っ
た
。
同
君
の
法
社
会
学
は
、

広
く
目
配
り
が
き
き
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
視
点
で
問
題
を
扱
い
国
際
学
会

に
も
よ
く
参
加
し
、
そ
の
知
見
で
日

本
法
社
会
学
会
の
と
く
に
関
西
の
活

動
を
支
え
て
く
れ
た
。

そ
の
目
が
ス
ポ
ー
ツ
法
学
を
も
と

ら
え
、
九
二
年
に
関
学
を
定
年
退
職

し
大
阪
経
済
法
科
大
学
に
移
る
と
、

中
村
君
ら
と
共
同
で
ス
ポ
ー
ツ
法
学

に
乗
り
だ
し
、
翌
年
「
ス
ポ
ー
ツ
法

学
の
動
向
と
問
題
点
」
で
基
礎
を
め

（
大
阪
経
済
法
科
大
学
『
法
学
研
究
所

紀
要
』
一
七
号
に
掲
載
）、
九
四
年
の

本
学
会
大
会
に
「
ス
ポ
ー
ツ
事
故
と

〝
危
険
引
受
の
法
理
〞
」
を
報
告

（『
年
報
』
二
号
に
掲
載
）、
そ
し
て
九

七
年
に
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
お
け
る

権
利
の
形
成
・
侵
害
・
放
棄
」
を
執

筆
し
た
の
が
（
同
四
号
に
掲
載
）、
さ

ら
に
新
境
地
に
進
む
と
の
期
待
を
う

ら
ぎ
る
遺
稿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

心
強
い
友
人
を
失
っ
て
私
は
淋
し

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
人
間
の
常
道
、

し
か
も
及
川
君
は
、
も
と
も
と
後
悔

を
知
ら
な
い
前
向
き
の
人
間
だ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
は
や
っ
た
と
む
し
ろ
微

笑
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
私
も
法

社
会
学
で
は
非
西
欧
法
学
の
意
義
を

世
界
に
主
張
で
き
た
し
、
最
後
の
ス

ポ
ー
ツ
法
学
で
は
学
会
が
こ
の
と
う

り
り
っ
ぱ
に
育
っ
た
か
ら
、
も
う
思

い
残
す
こ
と
は
な
い
。
あ
と
は
そ
の

発
展
を
楽
し
み
に
見
守
り
、
い
ず
れ

は
及
川
君
と
一
緒
に
別
世
界
か
ら
拍

手
を
送
り
続
け
た
い
心
境
に
あ
る
。

千
　
葉
　
正
　
士
�

及 

川   

伸 

理
事
の
急
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を
悼
む�
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